
記 事 の 内 容

定時総会再通知
公益社団法人埼玉県獣医師会第67回定時総会
　並びに埼玉県獣医師政治連盟総会開催…１

台湾における口蹄疫の発生について………₂

学術
平成２７年度関東・東京合同地区獣医師大会
　（横浜）、獣医学術関東・東京合同地区学会
　開催案内・参加申込（再掲載）………………₃

会務報告
第１回獣医事調査委員会……………………₄
監査会…………………………………………₄
第１回総務委員会……………………………₄
第１回理事会…………………………………₅

予告
北支部学術講習会のお知らせ… ………………₆
東支部学術講習会のお知らせ①……………₆
東支部学術講習会のお知らせ②……………₇
南第一支部・南第二支部合同学術講習会
　のお知らせ…………………………………₇

新入会員報告
新入会員紹介…………………………………₈

第　619　号

ひろば
新入会員の抱負………………………………１１
（公社）埼玉県獣医師会入会に際して………１２
平成２７年度「彩の国動物愛護推進員」委嘱状
　交付式において髙橋三男会長が講演……１３
学位（獣医学）を取得して……………………１４

お知らせ
春季合同学会参加登録費の助成等につい
　て（再掲載）…………………………………１６
社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）
　について……………………………………１７

切り抜きニュース
○高校教諭、子猫を生き埋めに
　－学校敷地内　生徒に穴掘らせ－………１８
　－高校教諭を書類送検－…………………１８
〇犬と人、母子と同じ絆
　－見つめて安心ホルモン増－……………１８
○獣医のキモチ
　－酪農家と獣医師－………………………１９

埼玉県獣医師会学術広報版… …………２０

事務局より
事務局メモ……………………………………２１

編集後記………………………………………２２

（定時総会再通知）
平成27年₅月２０日編集

発　　　行　　　所
埼 玉 県 獣 医 師 会

　　　　〒 ３３０－０８３５　さいたま市大宮区北袋町 １－３４０
　　　　　（埼玉県農業共済会館内）
　　　　　電　話　０４８（６４５） １ ９ ０ ６
　　　　　ＦＡＸ　０４８（６４８） １ ８ ６ ５
　　　　　E-mail :  s-vma@vesta.ocn.ne. jp
　　　　　URL : http://www.saitama-vma.org/
　　　　　振替口座　００１１０ － ９ － １９５９５４ 番

発行責任者　髙　橋　三　男
編集責任者　三　森　信　行
印　刷　所　㈱アサヒコミュニケーションズ

公 益
社団法人



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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公益社団法人埼玉県獣医師会第67回定時総会
並びに　埼玉県獣医師政治連盟総会開催

　定款第１４条に基づき定時総会を次のとおり開催いたしますので、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、前号
にて送付した出欠通知・委任状を未だ提出されていない先生におかれましては、速やかに
ご返送下さるよう、お願い申し上げます。

公益社団法人埼玉県獣医師会第６７回定時総会開催

₁．日時　平成２７年₆月１1日（木）
　　　　　午後₂時００分（受付　午後１時から）

₂．場所　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」

₃．日程
　⑴　開会のことば
　⑵　埼玉県獣医師会員憲章の唱和
　⑶　物故会員に対し黙祷
　⑷　会長あいさつ
　⑸　議長等選出
　⑹　議事録署名人および書記の指名
　⑺　議事
　　報告事項
　　平成２７年度事業計画および収支予算に関する件
　　決議事項
　　第１号議案　�平成２６年度事業報告の承認に関

する件

　　第₂号議案　平成２６年度決算の承認に関する件
　　第₃号議案　�平成２７年度会費（負担金）および

入会金（案）に関する件
　　第₄号議案　�平成２７年度一時借入金の最高限

度額および借入・預入先金融機
関の決定に関する件

　　第₅号議案　平成２７年度役員報酬に関する件
　　第₆号議案　役員の選任に関する件
　　付帯決議
　⑻　�祝寿表彰および記念品贈呈・功労会員証の

贈呈
　　　感謝状の贈呈
　　　野生生物保護功労者表彰状の伝達
　⑼　新入会員の紹介
　⑽　来賓祝辞
　⑾　来賓紹介
　⑿　祝電披露
　⒀　閉会のことば

註：総会終了後、来賓を交えて懇親会を開催致しますので多数ご参加願います。（参加費　会員 ５，０００円）

　前記の埼玉県獣医師会第６７回定時総会開催に先
だち、平成２７年₆月１１日（木）午後₁時２０分から、
埼玉県獣医師会総会会場（さいたま市「大宮ラ
フォーレ清水園」）において開催しますので関係
会員多数のご出席をお願いいたします。

₁．日時
　　平成２７年₆月１１日（木）
　　午後₁時２０分（受付　午後１時から）
₂．場所
　　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」
₃．日程
　⑴　開会

埼玉県獣医師政治連盟総会開催
　⑵　理事長挨拶
　⑶　来賓祝辞
　⑷　議長選出
　⑸　議事
　　第₁号議案　平成２６年事業報告および収支決

算の承認に関する件
　　第₂号議案　平成２７年事業計画および会費徴

収（案）に関する件
　　第₃号議案　規約の一部改正（案）に関する件
　　第₄号議案　役員の改選に関する件
　⑹　閉会

定時総会再通知
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畜安第１ ２ ０ － ４号
平成２７年₅月１３日

　（公社）埼玉県獣医師会会長　様
埼玉県農林部畜産安全課
課 長 　中　島　一　郎

（公印省略）

台湾における口蹄疫の発生について（通知）

　日頃より、家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。
　さて、標記につきましては農林水産省消費・安全局動物衛生課長から別添写しのとおり通知がありま
した。口蹄疫は、東アジア地域では中国、韓国、モンゴル等において続発しているところですが、我が
国との人の往来や物流も盛んである台湾において発生が確認されたことにより、我が国への口蹄疫ウイ
ルスの侵入リスクは一段と高い状況になったと考えられます。
　つきましては、台湾での本病の発生について貴会会員に周知のうえ、引き続き、防疫対策の徹底をお
願いします。

� 27消安第1007号
平成２７年₅月₈日

　都道府県家畜衛生主務部長　宛て
農林水産省消費・安全局　動物衛生課長

台湾における口蹄疫の発生について

　標記について、本日、台湾農業委員会から、金門（キンモン）県の牛飼育農場において口蹄疫（Ａ型）の
発生が確認された旨の発表がありました（別紙）。同地域における本病の発生については、2013年₅月27
日の台中市烏日（ウジツ）区におけるＯ型の発生以来、約₂年ぶりに確認されたものとなります。
　東アジア地域では、近年、中国、韓国、モンゴル等において口蹄疫が続発しているところですが、我
が国との人の往来や物流も盛んである台湾において発生が確認されたことにより、我が国への口蹄疫ウ
イルスの侵入リスクは一段と高い状況になったと考えられます。
　つきましては、より一層の口蹄疫に関する情報の共有を行い、改めて畜産関係者等の危機意識を高め
るとともに、特に、下記の事項に留意の上、飼養衛生管理基準の遵守の再徹底及び的確な初動対応の再
確認について万全を期するようお願いいたします。
　なお、今般の発生を受け、我が国への口蹄疫侵入防止のため、別添により、動物検疫所に対して水際
検疫のより一層の徹底を指示していることを申し添えます。

記
₁　飼養衛生管理基準の遵守の再徹底について
　�　本病の発生防止のためには、畜産農家のウイルス侵入防止措置が極めて重要であるので、都道府県
は畜産農家等に対し、台湾における口蹄疫の発生を伝えるとともに、飼養衛生管理基準の遵守を徹底
するよう改めて指導し、特に、次の点に留意の上、その実施状況を確認すること。
　①　農場での人及び車両の出入りに当たり、消毒等を徹底すること。
　②�　畜産関係者に対して、口蹄疫が発生している国・地域への渡航自粛等の指導を徹底し、当該国・
地域に滞在していたためにウイルスを伝播させる可能性のある人及び物品を農場に近づけないこと。

　③�　家畜の所有者、獣医師等に対して、口蹄疫を疑う症状を呈している家畜を発見したときは、遅滞
なく、当該家畜又はその死体の所在地を管轄する家畜保健衛生所に届け出るよう指導を徹底すること。

₂　的確な初動対応の再確認について
　�　都道府県が家畜の所有者、獣医師等から上記１の③の届出を受けた場合には、遅滞なく、口蹄疫に
関する特定家畜伝染病防疫指針（平成23年10月₁日農林水産大臣公表）第₃の規定に基づく対応を的確
に行うよう徹底すること。また、万が一、口蹄疫が発生した際に備え、同防疫指針第₂の₂の（₉）の
規定に基づく市町村、関係団体等との連携体制について改めて確認すること。

※「別紙」及び「別添」　略

写
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 平成２7年度関東・東京合同地区獣医師大会（横浜）、
獣医学術関東・東京合同地区学会開催案内

区　分 関東・東京合同地区
獣 医 師 大 会

日 本 産 業 動 物
獣 医 学 会

日 本 小 動 物
獣 医 学 会

日 本 獣 医 公 衆
衛 生 学 会

日　時 平成２7年₉月13日
13：00 ～ 14：00

平成27年₉月13日午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　午後の部　14：15 ～ 16：15

大会・地区学会長
分野別地区学会長

関東地区獣医師会連合会
会長　井　上　 亮　一

東京農工大学
白　井　淳　資

日本大学
亘　　　敏　広

東海大学
山　本　茂　貴

会　場
パシフィコ横浜会議センター　横浜市西区みなとみらい1-1-1　TEL：045-221-2155
₅階　503号室 ₃階　304号室 ₃階　301，302号室 ₃階　303号室

次　第

〔大　会〕
１　開会の辞
₂　連合会長挨拶
₃　獣医師会功績者表彰
₄　受賞者代表謝辞
₅　来賓祝辞
₆　議長選出
₇　議　事
　⑴　平成26年度経過報告
　⑵　議　案
　⑶　大会宣言
₈　閉会の辞

〔学　会〕　　　　　　　　　〔講演申込み要領〕
１．開会の辞　　　　　　　　１．提出先 : 公益社団法人横浜市
　　　　　　　　　　　　　　　　獣医師会
₂．地区学会長挨拶　　　　　₂．演題・抄録提出期限
　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年6月26日（金）
₃．学会・発表　　　　　　　₃．提出方法：所属地方獣医師
　　　　　　　　　　　　　　　　会を経由
₄．審査委員会　　　　　　　₄．演題 : ₁題₈分 /質問₂分
　　　　　　　　　　　　　　₅．原稿執筆要領 : 会報第618号
　　　　　　　　　　　　　　　　参照
₅．閉会の辞　　　　　　　　₆．審査員： 幹事・学識経験者
　　　　　　　　　　　　　　　　の中から地区学会長に選任さ
₆．優秀論文発表者表彰　　　　　れた者
　　　　　　　　　　　　　　₇．参加費：5,000円（昼食・抄録代）
　　　　　　　　　　　　　　　　交流会：7,000円
　　　　　　　　　　　　　　※　�埼玉県獣医師会会員の参加費

及び交流会費については、全
て本会にて負担します。（参
加無料）

※�学会発表順序、演題は演者の都合により変わることがあります。
※�三学会は学術講演とともに、獣医師生涯研修事業のポイント
取得対象プログラムとして、参加者にポイントが付与されます。

〔市民公開講座〕
仮題「動物由来感染症について」

14：15 ～ 15：30
₅階　503号室
〔交　流　会〕
17：15 ～ 19：15
₅階　503号室

担当　横浜市獣医師会

学　　　術

≪参加申込の方法≫
　本大会・学会への参加は、事前登録することとなっております。参加を希望される方は、₈月₇日（金）ま
でに、下記事項（お知らせいただく内容）を事務局までお知らせください。当日登録も可能ですが、極力、事
前登録をお願いします。
　なお、「大会・学会参加費（5,000円）」及び「交流会参加費（7,000円）」は全て本会が負担するので参加者負担
金はございません。

≪お知らせいただく内容≫
・氏名
・所属支部
・参加区分
①「大会・学会」と「交流会」に参加
②「大会・学会」のみに参加
③「交流会」のみに参加

≪連絡先≫
埼玉県獣医師会　事務局
住所：〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町
　　　1-340（埼玉県農業共済会館内）
TEL：０４８－６４５－１９０６
FAX：０４８－６４８－１８６５
Eメール: s‐vma@vesta.ocn.ne.jp
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第１回　獣医事調査委員会

　平成２７年₄月２３日（木）午後₁時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を協
議した。

₁　会長挨拶
　�　今年は例年になく₄月の雨が多かったため、狂犬病予防注射は中止したところもあるが、多くの班では
実施してもらった。狂犬病予防注射を始め公益事業を行っている獣医師会は期待される組織として頑張っ
ていきたい。
　�　動物病院の６５％は獣医師₁人で経営されている状況にあることから、開業獣医師は、獣医師会に新規加
入してもらい、横のつながりを広げていくことが必要と考える。
　　本日は、新年度の入会申込者の審査について、よろしくお願いする。
₂　協議事項
　⑴　獣医事を巡る情勢について
　　�　平成２６年度の獣医師国家試験の合格者が千人を割ったことや、本県獣医師会の組織率が平成２４年で約
５０％であることなど、最近の獣医事を巡る情勢について説明された。

　⑵　転入・新会員の審査について
　　�　入会申込みのあった、開業部会₃名（うち転入₂名）及び勤務部会１６名（うち転入₂名）、並びに賛助会

員₁社について審査し、全て適切なものとして、理事会に付議することとなった。

監　査　会
　平成２７年₄月３０日（木）午前１０時から午後₄時まで、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において、髙
橋三男会長、中村滋副会長、小暮一雄副会長、三森信行総務委員長、八木賢裕狂犬病予防委員長の立会いの
下、平成２６年度の会計、財産及び会務の執行状況に関する監査が、石黒富雄監事、浅見寿監事、安藤純監事
及び林文夫監事（獣医師政治連盟監事）により実施された。

第１回　総務委員会
　平成２７年₅月１１日（月）午後₁時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において、次の事項を
協議した。

₁　会長挨拶
　�　公益法人に移行し₂年を経過したが、公益法人として総会には会員の皆さん多数参加していただくこと
が大切である。また、総会は出席いただいた来賓や関係機関に対して、獣医師会が地域の中で行っている
活動をＰＲし、理解していただくためにも良い機会でもある。来たるべき総会には、是非、多くの会員に
出席いただき、幅広い交流を深めていただきたい。
　　更に、総務委員には総会の運営にしっかりと当たってもらいたい。
₂　協議事項
　⑴　平成２６年度事業報告並びに収支決算について　　
　　　平成２６年度における会務運営や各種事業の実施実績、並びに収支決算について協議した。

会 務 報 告
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　⑵　第６７回定時総会の開催及び運営について
　　　定時総会の開催に向け、日程及び提出議案並びに役割分担等、総会の運営について協議した。
　⑶　その他
　　�　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の概要や獣医療を巡る当面する課題等について報告・協議

した。

第１回　理事会
　平成２７年₅月１３日（水）午後₁時３０分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において、次の事項を
審議した。

₁　会長挨拶
　�　定時総会に向けて監査会や総務委員会を開催し、事業や決算等の審査をいただくとともに、総会運営に
ついて協議してきた。
　�　社会情勢が変化する中で会員の価値観も異なってくるなど、会務運営に当たっては、種々課題もあるが、
会員の深い理解と協力をいただきながら、円滑な会務運営に取り組んで参りたい。

₂　報告事項
　⑴　前理事会後開催された委員会等に関する件
　　　各委員長から委員会等の開催概要について、次のとおり報告された。
　　ア　第₁回獣医事調査委員会
　　　　転入・新入会員についての審査を行った。（₄月２３日）
　　イ　第₁回総務委員会　
　　　　第６７回定時総会の開催及び提出議案、運営手順等について協議した。（₅月１１日）
　⑵　その他
　　　現時点における平成２７年度集合狂犬病予防注射の実施状況について報告した。
₃　決議事項
　第１号議案　第６７回定時総会の開催及び提出議案に関する件
　　　　　　　第６７回定時総会の開催及び提出議案が承認された。
　第₂号議案　平成２６年度事業報告の承認に関する件
　　　　　　　平成２６年度事業報告が承認され定時総会に提出することとされた。
　第₃号議案　平成２６年度決算の承認に関する件
　　　　　　　平成２６年度決算が承認され定時総会に提出することとされた。
　第₄号議案　平成２７年度祝寿表彰及び功労会員の承認に関する件
　　　　　　�　祝寿表彰者１６名（米寿₁名、喜寿₇名、古希₈名）並びに各支部長から推薦された功労会員１０

名が承認された。
　第₅号議案　平成２７年度転入・新入会員の承認に関する件
　　　　　　�　開業部会₃名（うち転入₂名）及び勤務部会１７名（うち転入₂名）並びに賛助会員１社の入会が

承認された。
₄　協議事項
　⑴　第６７回定時総会の運営について
　　　総会の運営計画及び役割分担などについて協議し了承された。
　⑵　その他
　　�　平成２７年１０月から導入される社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の概要及び日本獣医師会から
寄贈されたマイクロチップリーダーの貸し出しについて説明し、会員に周知していくことが確認された。
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予　　告

北支部長　大橋　邦啓

　北支部では、「麻酔モニタリングを読む」と題した研修会を企画いたしました。麻酔時のモニタリングにつ
いて、換気量の管理を中心とした実践的な内容になっております。多数の先生方の出席をお待ちしておりま
す。

日　　時　　平成27年₆月14日（日）
　　　　　　13：00～17：00
場　　所　　熊谷市立商工会館₃階　₃号会議室
　　　　　　埼玉県熊谷市宮町₂丁目３９
　　　　　　TEL　048-521-4600
演　　題　　麻酔モニタリングを読む
講　　師　　山口大学共同獣医学部
　　　　　　臨床獣医学講座　井芹 俊恵　先生
参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　　　会員以外の受講者　3,000円

東支部長　八木　賢裕

　東支部では₆月14日（日）日本獣医生命科学大学 内科学教室第₂　教授 竹村直行先生をお招きし〈とにか
く尿検査、尿検査、尿検査！ 腎性蛋白尿を軽んじてはならない！〉と題し学術講習会を開催いたします。診
察の中で多く遭遇する腎疾患、特に尿検査について詳しく講義していただく予定です。先生方の多くの参加
をお待ちしております。

日　　時　　平成２７年₆月１４日（日）
　　　　　　１４：３０～１８：００頃（受付１４：００～）
場　　所　　越谷サンシティ
　　　　　　越谷市南越谷1-2876-1
　　　　　　TEL　048-985-1111

演　　題　　とにかく尿検査、尿検査、尿検査！
　　　　　　腎性蛋白尿を軽んじてはならない！

講　　師　　日本獣医生命科学大学
　　　　　　内科学教室第₂　教授　竹村 直行　先生

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　１, ０００円　　（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　　会員以外の受講者　　　５, ０００円　　（シラバス代、飲み物代含む）

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　　小₂（₂））

東支部学術講習会のお知らせ①
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₂（１））

至秩父

至羽生

至高崎

至高崎

熊谷女子高校

熊谷
市役所

熊谷市
商工会館

JR高崎線

国道17号・中仙道

JR上越・北陸新幹線

秩父鉄道

至
大
宮熊谷駅

越谷サンシティ
　ホール

至春日部

南越谷駅

至草加 至草加

至春日部

JR武蔵野線

ダイエー
南越谷店

至
松
戸

東
武
伊
勢
崎
線

新
越
谷
駅 旧

4
号
線（
49
号
線
・
足
立
越
谷
線
）
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南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一支部・南第二支部では、₇月19日（日）に日本獣医生命科学大学獣医放射線学研究室教授の藤田道郎
先生をお招きして学術講習会を開催致します。前回は上部呼吸器疾患について講義していただき、今回はシ
リーズの後半として下部呼吸器疾患について講義していただくことになりました。
　多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　　平成２７年₇月１９日（日）
　　　　　　１４：００～１７：００

場　　所　　埼玉会館　7B 会議室（くすのき）
　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
　　　　　　TEL　０４８－８２９－２４７１

演　　題　　動画から学ぶ！犬および猫の下部呼吸器疾患について

講　　師　　藤田道郎　先生（日本獣医生命科学大学）

参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　　　 無料
　　　　　　会員以外の受講者　　　５,０００円

南第一支部・南第二支部合同学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₃（₆））

※浦和駅西口より徒歩6分

●埼玉会館案内図

埼玉県庁

埼玉県庁
第2庁舎

県
立
図
書
館

郵
便
局

伊
勢
丹
・
コ
ル
ソ 浦

和
駅

西
口

至大宮

至東京

埼玉会館

県庁通り

中
山
道

国
道
17
号 県庁通り
国
道
17
号

旧
中
仙
道

東支部長　八木　賢裕

　東支部では₇月₅日（日）犬と猫の皮膚科　村山信雄先生（アジア獣医皮膚科専門医）をお招きし、皮膚科
診療でペットオーナーの心をつかむ～継続診療につながるインフォームド・コンセントをしていますか～と
題し学術講習会を開催いたします。
　外来で診察することの多い皮膚病ですが、東支部では、飼い主様のちょっとした質問や日常の診療の中で
思っている疑問に答えるセミナーを企画しました。多くの先生方の参加をお待ちしています。

日　　時　　平成27年₇月₅日（日）
　　　　　　１４：３０〜１８：００頃（受付１４：００～）
　　　　　　※講演内容、休み時間などで多少前後いたします。
場　　所　　越谷サンシティ
　　　　　　越谷市南越谷1-2876-1　
　　　　　　TEL　048-985-1111
演　　題　　皮膚科診療でペットオーナーの心をつかむ
　　　　　　～継続診療につながるインフォームド・コンセントをしていますか～
講　　師　　犬と猫の皮膚科　村山 信雄　先生
　　　　　　（アジア獣医皮膚科専門医）
参 加 費　　埼玉県獣医師会会員　1,000円（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　　会員以外の受講者　　5,000円（シラバス代、飲み物代含む）

東支部学術講習会のお知らせ②
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小₁（₃）・小₃（１３））

越谷サンシティ
　ホール

至春日部

南越谷駅

至草加 至草加

至春日部

JR武蔵野線

ダイエー
南越谷店

至
松
戸

東
武
伊
勢
崎
線

新
越
谷
駅 旧

4
号
線（
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号
線
・
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線
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新　入　会　員

小
お

沢
ざわ

　一
かず

仁
ひと

富士見市在住
西支部

濱
はま

野
の

　洋
ひろ

幸
ゆき

越谷市在住
東支部

上
うえ

原
はら

　大
だい

地
ち

川越市在住
西支部

支　部　名 氏　　　　　名 診　療　所　名

西 （転入）上　原　大　地 　川越市・霞ヶ関どうぶつクリニック

〃 （転入）小　沢　一　仁 　ふじみ野市・上福岡OZ動物病院

東 濱 　 野 　 洋 　 幸 　越谷市・はな犬猫病院

開業部会

新入会員報告

広告
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飯
いい

田
だ

　潔
きよし

熊谷市在住
団体支部

今
いま

井
い

　昭
あき

宏
ひろ

東京都板橋区在住
団体支部

田
た

中
なか

　美
み

奈
な

川口市在住
団体支部

御
みく

厨
りや

　純
じゅん

さいたま市在住
団体支部

大
おお

橋
はし

　健
けん

戸田市在住
団体支部

小
こ

嶋
じま

　洋
よう

平
へい

茨城県古河市在住
団体支部

中
なか

村
むら

　俊
しゅん

川口市在住
団体支部

南
みなみ

川
かわ

　慶
けい

太
た

さいたま市在住
団体支部

中
なか

村
むら

　由
ゆ

紀
き

加須市在住
団体支部

近
こん

藤
どう

　広
ひろ

孝
たか

東京都北区在住
団体支部

松
まつ

野
の

　裕
ひろ

史
し

川口市在住
団体支部

橋
はし

本
もと

　裕
ゆう

子
こ

加須市在住
団体支部

猪
い

野
の

　正
まさ

毅
き

川越市在住
団体支部

伊
い

藤
とう

　舞
まい

川口市在住
団体支部

金
こん

野
の

　敏
とし

明
あき

さいたま市在住
団体支部

松
まつ

本
もと

　千
ち

草
ぐさ

川口市在住
団体支部
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支　部　名 氏　　　　　名 勤　務　先

団　体 （転入）猪　野　正　毅 　入間市・アリスどうぶつクリニック

〃 （転入）飯　田　　　潔 　上里町・㈲埼玉県ベテリナリーリサーチ

〃 大 橋 　 健 　千代田区・古川俊治事務所

〃 中 村 由 紀 　加須市・中村動物病院

〃 伊 藤 　 舞 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 今 井 昭 宏 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 小 嶋 洋 平 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 近 藤 広 孝 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 金 野 敏 明 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 田 中 美 奈 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 中 村 　 俊 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 松 野 裕 史 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 松 本 千 草 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 御 厨 　 純 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 南 川 慶 太 　川口市・どうぶつの総合病院

〃 橋 本 裕 子 　加須市・高橋動物病院

勤務部会

会　員　名 代表者名 所在地

ベテリナリアンズシナジー株式会社
（どうぶつの総合病院）

代表取締役社長
安　藤　　　純

川口市

賛助会員
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　平成26年₄月から埼玉県獣医師会に入会しました、瀧沢慶太（たきざわけいた）
と申します。
　平成26年₃月に麻布大学を卒業、埼玉県庁に入庁して農林部の農業技術研究
センター（26年度までの農林総合研究センター）に研究職として配属されました。
　最初は動物に関係する仕事をしたいから、という漠然とした思いで獣医師の
道を選んだのですが、大学で養豚に関する研究室に在席、活動したことで畜産
の分野に興味を持ち畜産業の一端を担うことができる公務員を志望しました。
　研究センターでは畜産業の発展の為に研究員と研究補助の先輩職員方が研究
活動に従事しております。また、研究活動だけでなく、県内の畜産を支える、
種畜生産や普及事業なども行われています。
　現場をよく観察し、新たな研究課題を創出して取り組む先輩方の姿はとても
憧れるものがあります。私もまずは家畜の取り扱いや基礎技術をしっかり習得
してから、自分の研究課題を持ちたいと思っています。研究室で学んでいた縁

か、現在は養豚の担当を中心に業務に当たっています。
　獣医師会には多くの経験豊富な先生方がいらっしゃるので、獣医師会活動を通して交流を深め、自分の経
験と知識を積み重ねていきたいと思います。
　獣医師として未だ至らぬ点は多くあると思いますが、埼玉県の畜産業の将来のために力を付けていきたい
と思いますので、今後ともご指導ご鞭撻いただきますよう、よろしくお願いいたします。

埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

農林支部　瀧沢　慶太
（埼玉県農業技術研究センター）

ひ　ろ　ば

センター内で使用している
子豚へのワクチン接種　　

広告
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　弊社ベテリナリアンズシナジー株式会社を賛助会員と
して迎え入れていただいた獣医師会会員の皆様並びに入
会に際してご助力いただいた関係者の皆様に心より御礼
を申し上げます。
　弊社の前身は、₉年前に前南第一支部支部長小林圀仁
先生を組合長として発足した埼玉南部夜間救急動物病院
事業組合です。60名の獣医師会会員が組合員となり、全
員が業務を分担しながら夜間診療を始めました。様々な
問題には直面致しましたが、組合員はもとより非組合員
の先生方々のご協力により、当初から目標とした株式会
社に、₄年前に組織改編することが出来ました。組合員
は、株主と名前は変わりましたが、現在182名の獣医師
の方々に株主となっていただいています。

　組織改編の主たる目的は、各分野の専門医を招聘し、私ども一次診療動物病院の付託に応えられる動物病
院を自分たちの手で作り上げることです。＜どうぶつの総合病院＞という病院名にも、そのような想いが込
められ、まだ道半ばではありますが、主要な診療科を併せ持った総合病院を目指しています。一次動物病院
からの紹介症例を関係各科の専門医が、協力しながら誠実な診療を提供する、そんな専門医によるシナジー
効果を発揮できるような治療を理想としています。
　一方、若い獣医師たちが研鑽できる研修の場を提供しています。また、獣医師会が学術の埼玉を標榜して
いるのに触発され、開催されるほとんどのセミナーを無料で受講できるようにしています。今回の入会動機
の一つに、当院で診療にあたる獣医師達に、日頃の研鑽の成果をまとめ、学会発表する場をより多く持たせ
てあげたいという思いがありました。学会発表という試金石を通じて、この埼玉から多くの優秀な獣医師が
育つことを願っています。
　最近の活動として、経済産業省の産業振興のための「ものづくり補助金」を申請し、1，000万円の補助金交
付が決定致しました。この補助金は、病院の非常電源設備や高額医療機器購入の一部として活用したところ
です。
　最後に、（公社）埼玉県獣医師会の賛助会員として入会させていただくことに対して重ねて謝辞を申し上げ
るとともに、弊社が会に対してどのような貢献が出来るかを熟慮しています。ご依頼があれば、講師派遣等
のお手伝いは思いつきますが、貢献につきましては今後の課題とさせていただきます。

（公社）埼玉県獣医師会入会に際して
南第一支部　友成　公一

（ベテリナリアンズシナジー株式会社）

移転した病院

〈どうぶつの総合病院〉
　住　　所　〒３３３－０８２３　埼玉県川口市石神８１５
　病 院 長　安藤　純　　所属　（公社）埼玉県獣医師会南第一支部
　電　　話　０４８－２２９－７３９０
　夜間診療　診療時間　午後₉時～午前₃時
　　　　　　救急電話　０４８－２２９－７２９９
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　平成27年₄月28日の午後₁時30分から、埼玉会館会議室において埼玉県の主催により「彩の国動物愛護推
進員委嘱状交付式」が開催されました。
　動物愛護推進員は、埼玉県が推進する動物愛護活動を支援する役割を担い、₃年を任期として県から委嘱
されております。今年は、任期切れに伴い107名の方たちが新たに埼玉県知事からの委嘱状の交付を受けま
した。
　交付式には、髙橋三男会長が来賓として招かれ、委嘱状の授与に立ち会われるとともに、「動物愛護」をテー
マに講演を行いました。演題は「私の歩んできた経験から考える人と動物の共生社会を目指して～行政と県
民の接着剤として～」で、講演の概要は次のとおりです。

　獣医師は、戦後の食糧増産に伴い畜産振興や家畜の診療に携ってきた。犬は主に番犬として飼われていた
が、経済成長に伴いペットとして飼育されるようになり、動物病院の技術レベルの向上に伴い寿命も延びた。
　団塊の世代が飼いはじめたペットは、今では高齢の域に達しており、動物病院を訪れる機会も多くなって
いるが、今後は、人口の減少や少子高齢化も影響して飼育頭数が減少してくる。
　住宅事情や高齢を理由に新たにペットを飼うことを躊躇する方達が、安心して飼育できるように関係者が
協力し工夫していかなければならない。
　家庭動物が減る傾向にあるなか、今ある命を大切に保護して行く必要があり、動物の愛護と適正な飼育の
普及に尽力されている動物愛護推進員の皆さんの活躍が期待される。
　獣医師会では、動物感謝デーなどのイベントを通じ、保護犬の里親制度の普及など、愛護や適正飼育の啓
発普及に取り組んでいる。

　以上のように話された後、髙橋会長は、人と動物の共生社会を確立するためには、行政や団体、学校、製
薬会社などの関係機関が連携して取り組むことが大切。県民から感謝される明るい地域社会づくりに皆さん
とともに努力していきたいと、講演を締めくくりました。

平成27年度「彩の国動物愛護推進員」委嘱状交付式において
髙橋三男会長が講演

動物愛護推進員を前に講演する髙橋三男会長
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　はじめに
　私はこのたび平成27年₃月に北里大学にて学位を取得しました。
　私個人の実績が埼玉県獣医師会報に記事掲載される機会をいただき感
謝申し上げます。本稿における私の経験談がこれから学位取得を目指そ
うとしている先生方の一助となれば幸いです。

　論文博士とは
　大学によって多少異なりますが、私のように大学に研究生として籍を
おいて仕事をしながら学位を取得する「論文博士」では、いくつかの論
文を学術雑誌に投稿して何章かに書いてまとめて学位論文を提出するこ
とが取得の条件となります。
　その後学位審査を経て、最終的に学位が授与されます。

　学位取得を目指したきっかけ
　私は、平成₃年に麻布大学獣医学科を卒業後、₁年半の代診期間を経て本庄市児玉町（旧児玉郡児玉町）に
て、父の代からの₂代目の開業獣医師として乳牛の診療を主体とした臨床業務に携わってまいりました。
　学生時代は病理学研究室に所属していたこともあり、腫瘍性疾患には興味を持っていました。未熟な学生
であった私は、ウイルス感染によって腫瘍が発症することを知った時に大きな衝撃を受けました。なかでも、
白血病を発症した牛から受けた印象は強烈でした。
　獣医師になってからは、漫然と仕事をこなしているだけの日々が続いていた私ではありますが、思い起こ
せば10年前、北支部・八日会の研修会にて症例報告を行ったのがきっかけでした。臨床家として牛白血病ウ
イルス（BLV）感染症に問題意識を持っていた私の発表内容はいささか粗末ではありましたが、多くの諸先
輩の先生方がいらっしゃる前で、故　五十嵐幸男先生からご助言を戴き、「学位を取りなさい。」と背中を押
されました。実力も実績もない私ではありましたが、その言葉を真剣に受け止め、「やってやろうじゃない
か！」という勢いと高揚感に乗じてこの研究が始まりました。縁があって翌年の₄月から北里大学の研究生
となりました。

　臨床研究論文を書くことの難しさ
　大学の研究生となってからは戸惑うことばかりで、未経験領域への挑戦は紆余曲折の連続でした。
　研究内容にもよりますが、臨床研究では材料を集める作業に時間と労力を費やします。それに加えて仕事
をしながらの研究は、予定通りに出来ないこともしばしばありました。私の場合は、採取した血液と乳汁を
₂つの大学に送って検査し、それらの個体の疾病発生状況をカルテから調査することが主体でした。日程の
調整が難しく休日に血液を採取することもありました。長期間かけて集めた材料の保管先である大学が東日
本大震災の影響で停電となったため、予定していた検査が出来なくなったこともありました。
　それでも材料を集めて検査を行った結果は必ず返って来ます。得られた結果は、必ずしも推測通りになる
とは限りません。何故そうなったのかと考えさせられることになります。それらはどのように理解できるの
か、何を意味するのか、新知見は何なのか、疑問は膨らむばかりです。
　科学論文を書くという作業には、まず研究のきっかけとなる緒言があり、提起した問題を解決するために
どんな試験を行うのかが明瞭でなければなりません。そもそも引用文献となり得る論文を読んでいない自分
に一体何が出来るのかと不安な時もありました。しかし、書かなければ何も始まりません。試行錯誤を重ね、

学位（獣医学）を取得して
北支部　柿沼　清市

（柿沼獣医科医院）

学位記を胸に
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最初はたどたどしい文章でしたが実際に書いてみると、「こういうことだったのか！」とか「これまでの認識
とは違うかもしれない。」といったような客観的な科学的思考が徐々に出来るようになりました。ある程度
論文の形が見えてくると、指導教官と納得の行くまで吟味、変更、修正を重ねることになります。論文の構
成に大きな軌道修正が生じることもありました。
　そんなやり取りを何回も繰り返し、論文の体裁を整えてようやく投稿に漕ぎ着けるのですが、その先に学
術雑誌の審査が待っています。非常に厳しい審査を受けたこともあります。₂年半もかけて検体を採取し仕
上げた論文が、投稿からたったの₁ヶ月で却下されたことや、投稿から却下の審査結果が下されるまで₁年
近くかかった学術雑誌もあります。当然再投稿することになりますが、学術雑誌に掲載され、条件を満たせ
ば学位論文を大学に提出することが出来ます。私の場合は掲載された論文を主軸に₃章構成で大学の学位審
査に臨みました。学位論文の要旨の提出と発表で最初の審査を受け、₁ヶ月以内に学位論文提出、論文の審
査、修正の後₁ヵ月半で最終審査という過程を経て学位授与に至りました。

　最後に
　決して一人の力で取得した学位ではありません。埼玉県獣医師会の多くの先生方、柿沼獣医科医院のスタッ
フ、大学、学会を通じて知り合った先生方の他、多くの方々の支えがあったからこそ成し得た結果であると
信じております。学位を目指してから取得するまでに多くの方々と知り合えたことは、私にとってかけがえ
のない財産となりました。心より感謝申し上げます。

　最後になりましたが、学位取得にあたり、大きな支えになっていただいた 故 五十嵐幸男先生に心より深
謝申し上げます。

広告
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２０１５年春季合同学会参加登録費の助成等について
第９０回日本獣医麻酔外科学会　・　第１０２回日本獣医循環器学会・

第５７回日本獣医画像診断学会

　標記合同学会がさいたま市内において開催されるに当たり、本会では会員の獣医学術の
研鑽向上のため、参加登録費の軽減並びに参加登録費の一部助成措置を講じることとなり
ました。
　つきましては、下記にご留意の上、参加登録等事務手続きをお願いします。
１　合同学会の内容　（詳細は、本会報に同封のパンフレットをご覧ください。）
　（₁）開催月日　　平成２７年₆月１９日（金）～₆月２１日（日）
　（₂）会　　場　　さいたま市　大宮ソニックシティ　
　（₃）大 会 長　　第９０回日本獣医麻酔外科学会　浅野和之（日本大学）
　　　　　　　　　第１０２回日本獣医循環器学会　 亘　敏弘（日本大学）
　　　　　　　　　第５７回日本獣医画像診断学会　中山智宏（日本大学）
　（₄）後　　援　　公益社団法人　埼玉県獣医師会
₂　助成措置等の内容

　（１）参加登録費の軽減　(全ての会員が適用となります。）

　　　埼玉県獣医師会会員については、次のとおり軽減されます。（抄録代を含む。）
　　　◎　事前登録　学会非会員　14,000円→10,000円（学会の会員と同額となります。）
　　　◎　当日登録　学会非会員　16,000円→12,000円（　　　　　同　　上 　　　　）  
　　　※�　会報第６１８号に同封の振込用紙にて「事前登録費」の振込みを行う場合には、必

ず、「埼玉県獣医師会」欄に「○」を付けてください。
　　　　　振込先　　ゆうちょ銀行　口座番号　00130－3－639016
　　　　　　　　　　　　　　　　　口 座 名　2015年春季合同学会
　　　　　事前登録振込期限　 平成２７年₅月３１日（日）まで
　（₂）参加登録費の助成（開業支部会員のみ適用となります。）

　　�　埼玉県獣医師会開業支部会員については、参加登録費の軽減とともに、参加登録費
の一部も助成されます。

　　　◎　助成金額　一人当たり、5,000円（当日、学会の受付終了後、埼玉県獣医師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナーまでおいでください）

お 知 ら せ 再掲載
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　社会保障・税番号制度（以下「番号制度」といいます。）は、平成27年10月から個人・法人
番号が通知され、平成28年₁月から順次、利用が開始されます。税分野では、申告書及び
法定調書など、税務署に提出する税務関係書類に個人・法人番号を記載することが求めら
れます。
　番号制度の概要や税務関係書類への番号記載時期など、税分野における番号制度の基本
的な事項については、同封しているリーフレット「社会保障・税番号制度の早わかり」をご
覧ください。
　また、事業者の皆様におかれては、制度が開始されると、報酬等の支払先や従業員等の
個人番号を取り扱う必要があります。
　事業者の皆様が個人番号を取り扱う際に必要となる本人確認などの事業者向けの情報に
ついては、事業者の皆様に同封しているリーフレット「法定調書提出義務者・源泉徴収義
務者となる事業者のための社会保障・税番号制度の概要」をご覧ください。
　なお、国税庁ホームページの特集ページ「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞につ
いて」にも、番号制度に関するよくある質問（ＦＡＱ）や国税関係手続において個人番号の
提示を求める際に必要な本人確認の方法など、税分野に関する最新の情報を随時掲載して
いますので、併せてご活用ください。

【国税庁ホームページ 「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞について」特集ページ】

○関東信越国税局からのお知らせ

社会保障・税番号制度について
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切り抜きニュース

高校教諭、子猫を生き埋めに
学校敷地内　生徒に穴掘らせ

　千葉県船橋市の県立高校の30代の男性教諭が、
生まれたばかりとみられる子猫₅匹を学校の敷地
内で見つけ、少なくとも４匹は生きたまま埋めて
いたことが23日、県警などへの取材で分かった。
同校の聞き取りに「混乱していてどうすればいい
か分からなかった」と話しているといい、県警船
橋東署が動物愛護法違反容疑での立件も視野に調
べを進めている。
　同校によると、₆日午前、男性教諭は学校の敷
地内で子猫₅匹を見つけた。担任のクラスの男子
生徒に、生き埋めの目的は伏せたまま、放課後に
スコップを持ってこさせたり、穴を掘らせたりし
た。その後、教諭が₁人で子猫を生き埋めにした
という。
　₉日に保護者からの連絡で発覚。10日にクラス
の生徒に謝罪、期末テストが終わった20日に臨時
集会を行った。同署は17日、子猫₁匹の死骸を確
認した。
� 2015年₃月24日　産経新聞

高校教諭を書類送検
千葉、猫生き埋め容疑
　千葉県船橋市の県立高校で生まれたばかりの子
猫が埋められた事件で、県警は20日、動物愛護法
違反（愛護動物の殺傷）の疑いで同校の男性教諭
（36）を書類送検した。県警によると、容疑を認め
ているという。
　書類送検容疑は、₃月₆日夕、同校の敷地内に
掘った穴に子猫₅匹を生き埋めにしたとしている。
　県警などによると、教諭は同日昼ごろ、園芸科
の温室内で野良猫が産んだとみられる子猫を発
見。同科の男子生徒₃人に目的を説明せずに穴を
掘らせるなどの手伝いをさせ、₁人で埋めた。県
警は現場を掘り起こし、₅匹の死骸を確認した。
　教諭は生き埋めにした理由について「田舎で祖
父母がやっているのを見ていた」などと説明。「早
く処分しようと、（生徒に）穴を掘らせたりした」と
話しているという。同校によると、教諭は現在も

犬と人、母子と同じ絆
見つめて安心ホルモン増

　犬が飼い主を見つめ、飼い主が応じてなでたり
すると、お互いの体内に安心を感じるホルモン「オ
キシトシン」が増加すると、麻布大（相模原市）な
どのチームが17日付米科学誌サイエンスに発表し
た。人間の赤ちゃんと母親が絆を強める仕組みと
同じという。
　マウスの母子もオキシトシンで絆を強めること
が知られるが、人と犬という異なる種間で確認さ
れたのは初めてという。
　犬と近縁のオオカミでも調べたが、同様の反応
はなかった。チームの永沢美保・自治医大博士研
究員（動物行動学）は「犬と人の間の特別な絆は、
古くからの家畜化を通して進化したのだろう」と
話している。
　犬と飼い主30ペアに参加してもらい、実験室内
で30分間、交流を観察した。犬種はラブラドルレ
トリバーやトイプードルなど十数種だった。
　犬が飼い主を見つめる時間が長かったグループ
と短かったグループに分け、交流の前後で尿に含
まれるオキシトシンの量を比較した。
　犬が飼い主を長時間見つめた₈組では、犬と飼
い主の双方でオキシトシン濃度が上昇。特に飼い
主では、短いグループは濃度変化がなかったのに
対し、長いグループは３．５倍ほどにも上った。
　犬にオキシトシンを鼻から投与する実験も行っ
た。この場合は雌犬に限り、飼い主を見つめる時
間が増加、見つめられた飼い主の尿でオキシトシ
ン濃度が上昇した。人に飼育されたオオカミ11頭
でも同じ実験を行ったが、オオカミは飼い主に

じゃれるものの顔は見
つめず、ともにオキシ
トシン濃度に変化はな
かった。
� 2015年₄月17日

　埼玉新聞

在籍しているが、今年度中は県の施設で研修を受
けることになっているという。
� 2015年₄月21日　産経新聞
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生まれたばかりの子牛たち（北海道江別市の町村農場）

酪農家と獣医師
大熊　慶子

　獣医師を志して新聞記者を辞
め、ほこりっぽい₃月の横浜から
フェリーで北海道に渡ったのは29
歳の時だった。札幌近郊の江別市
はまだ雪深く、入学する市内の酪
農学園大学では、構内にいる数百
頭の牛の群れに目を見張った。
　小さい時から「動物と話せるド
リトル先生」が憧れだった。東京
育ちの私にとって獣医師とは、猫
に足を食いちぎられた文鳥、高齢
でものを食べなくなった猫を診て
くれた都会の動物病院の先生だった。
　だが、北海道の大学で見たのは「かわいいから
動物を飼う」のではない酪農家と、それを支える
獣医師の姿だった。
　酪農家は朝、デッキブラシを手に、自動車ほど
もある大きな乳牛を牛舎から搾乳場に連れて行
く。
　牛舎ではふんを片付ける。のべつ食べている草
食獣は、のべつふんをするから掃除はたいへん
だ。昼間は牧草地に出て草を刈り、保存食糧を作
る。
　家畜の病気を診る獣医師は、食の安全を確保す

る役割を担っている。深夜、難産の牛のもとに駆
け付け、凍える牛舎の中で母牛から子を引っ張り
出す。産後、母牛の子宮が体外に押し出されてし
まった時には、牛の下にはいつくばって子宮を体
内に押し戻す。
　酪農家も獣医師も、自分の時間と労力の多くを
牛にささげていた。動物に対する愛と敬意とは、
使った時間のことを指すのだと思った。
　獣医師の仕事はきつく、給料は安い。勉強して
も勉強しても思うところまで行けない。でも、ま
だ小学生の自分の子供に、この仕事に誇りを持っ
ていると、いつか言ってやりたいと思う。
� （獣医師）
� 2015年₅月₅日　埼玉新聞
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
₄月
₅月

₆月１４日㈰

北支部
「麻酔モニタリングを読む」
山口大学　井芹　俊恵　先生
（熊谷市　熊谷市立商工会館）

₆月１４日㈰

東支部
「とにかく尿検査、尿検査、尿検査！
　腎性蛋白尿を軽んじてはならない！」
日本獣医生命科学大学　竹村　直行　先生
（越谷市　越谷サンシティ）

₆月１９日㈮
　～２１日㈰

第９０回日本獣医麻酔外科学会／第１０２回日本獣医循環器学会／第５７回日本獣医画像診断学会
２０１５春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月₅日㈰

東支部
「皮膚科診療でペットオーナーの心をつかむ
～継続診療につながるインフォームド・コ
ンセントをしていますか～」
犬と猫の皮膚科　村山　信雄　先生
（越谷市　越谷サンシティ）

₇月19日㈰

南第一支部・南第二支部
「動画から学ぶ！犬および猫の下部呼吸器
疾患について」
日本獣医生命科学大学　藤田　道郎　先生
（さいたま市　埼玉会館）

₈月

₉月１３日㈰ 平成２７年度　関東・東京合同地区獣医師大会（横浜）獣医学術関東・東京合同地区学会
（神奈川県横浜市　パシフィコ横浜）

１０月₄日㈰

北支部
「演題：未定」
麻布大学　藤井　洋子　先生
（熊谷市　さくらめいと）

１０月１６日㈮

北支部
「子牛の免疫についてⅡ」
酪農学園大学　大塚　浩通  先生
（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）

１１月

１２月
農林支部
平成２７年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

平成２８年
１月

₂月 農林支部
　関東甲信越家保業績発表会

衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

₂月２６日㈮
　～２８日㈰

平成２７年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（秋田）
（秋田キャッスルホテル、秋田アトリオン、にぎわい交流館AU）

₃月

平成２７年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成２７年₅月２０日現在）
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₄月23日　第₁回獣医事調査委員会（さいたま市
埼玉県農業共済会館）

₄月28日　平成27年度「彩の国動物愛護推進員」
委嘱状交付式（さいたま市　埼玉会館）

₄月30日　埼玉県獣医師会監事監査（さいたま市
埼玉県農業共済会館）

₅月11日　第₁回総務委員会（さいたま市　埼玉
県農業共済会館）

₅月13日　第₁回理事会（さいたま市　埼玉県農
業共済会館）

₅月19日　彩の国さいたま魅力づくり推進協議会
平成27年度総会（さいたま市　埼玉会
館）

₅月20日　埼玉県畜産会理事会（熊谷市　埼玉県
農業技術研究センター）

₅月22日　第₁回勤務部会運営委員会（さいたま
市　埼玉会館）

₅月24日　さいたま市支部総会（さいたま市　ブ
リランテ武蔵野）

₅月24日　南第一支部総会（さいたま市　浦和ロ
イヤルパインズホテル）

₅月24日　東支部総会（越谷市　越谷サンシティ）
₅月27日　西支部総会（東松山市　紫雲閣）
₅月27日　北支部総会（深谷市　埼玉グランドホ

テル深谷）
₅月29日　平成27年度日本獣医師会第₁回理事会

（東京都港区　日本獣医師会）
₅月29日　南第二支部総会（北本市　中丸公民館）
₅月31日　公益社団法人名古屋市獣医師会設立50

周年記念式典・祝賀会
　　　　　（名古屋市中村区　名古屋マリオット

アソシアホテル）　
₆月₃日　埼玉県畜産会第60回通常総会（熊谷市

埼玉県農業大学校）
₆月₄日　埼玉県畜産技術振興会役員会（熊谷市

埼玉県熊谷家畜保健衛生所）
₆月₅日　第₂回総務委員会（さいたま市　大宮

ラフォーレ清水園）
₆月11日　埼玉県獣医師会第67回定時総会（さい

たま市　大宮ラフォーレ清水園）

₆月14日　北支部学術講習会（熊谷市　熊谷市立
商工会館）

₆月14日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

₆月16日　埼玉県農業共済組合連合会第67回通常
総会（さいたま市　埼玉県農業共済会
館）

₆月１６日　農場管理獣医師協会第₈回通常総会
（熊谷市　ホテル・ヘリテイジ）

₆月１９日　第３６回関東しゃくなげ会研修会（東京
都台東区　上野精養軒）

₆月19日～21日　第90回日本獣医麻酔外科学会・
第102回日本獣医循環器学会・第57回
日本獣医画像診断学会　2015年春季合
同学会（さいたま市　大宮ソニックシ
ティ）

₆月22日　第72回日本獣医師会通常総会・理事会
（東京都港区　明治記念館）

₆月２５日　埼玉県狂犬病予防協会役員会（さいた
ま市　さいたま商工会議所会館）

₇月₅日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

₇月１０日　平成２７年度全国獣医師会事務事業推進
会議（東京都港区　日本獣医師会）

₇月19日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　埼玉会館）

₉月13日　平成27年度関東・東京合同地区獣医師
大会（横浜）、獣医学術関東・東京合
同地区学会（神奈川県横浜市　パシ
フィコ横浜）

10月₄日　北支部学術講習会（熊谷市　さくらめ
いと）

１０月１６日　北支部学術講習会（熊谷市　埼玉県熊
谷家畜保健衛生所）

平成28年
₂月26日～28日　平成27年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（秋田）（秋田県秋田
市　秋田キャッスルホテルほか）　

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　田圃には例年の様に稲が連休や日曜日毎
に植えられ、元気よく青空を目指して伸び
ている。昔は地域で同時期に田植えをした
ので水騒動が絶えなかったが、今、農家は、
米価安、後継者不足、ＴＰＰ問題等で騒動ど
ころではない。農村には、不耕作の農地が
増え、虫食い状態に雑草が繁茂してしまっ
ている。農家も不耕作地を放っておけず、
トラクターでかき回しているが、生産性の
無い仕事を強いられている状態である。２２
年前、東北地方の冷害により、“平成のコメ
騒動”が起こったことをまだ覚えているだ
ろうか？そのうち国産米が食べられなくな
るかも知れない。農林水産省が農地バンク
をつくったが、低調だとの新聞記事があっ
た。努力不足、説明不足もあろうが、もっ
と積極的に農家に働きかけるべきだろうと
考える。
　養豚農家も慢性的な配合飼料の高騰と円
安で、手のかかる自家配合への変更をやむ
なくされている。隣町で若者が大学卒業後
IT 企業で₇年働いた後、Ｕターンして親
の仕事を継ぐ農家が出て来た。同世代の仲
間で、₄～₅名のグループをつくったが、
しっかり活動している。農林部の先生方は
もとより、保健医療部、環境部、そして開
業の先生方が協力し合って何とか彼らが継
続出来るよう、後押ししていきたい。
　₃月に天皇皇后両陛下がぺリリュー島を
慰問された。敵味方に関係なく、亡くなっ
た方々、戦火にあった方々に対し深々と頭
を下げられたお姿を見て、両陛下の行動か
ら背を押された人は多かったのではなかろ
うか？殆どの人が日本の侵略戦争と思って
いるし、思いは同じだ。仲直りは、仕掛け
た方が頭を下げた方が円満に解決する。加
害者は忘れても被害者は忘れない。おかげ
でまた肩の荷が下りた。最近の東アジアの
国際情勢では抑止力が必要だ。しかし、軍

事産業の片棒を担いで、むやみやたらに軍
備増強して外に出てまで戦おうとするのは
止めるべきだ。我が国は、７０年の間、戦争
を放棄した国だ。継続する勇気を持つべき
である。
　平成２７年度の集合狂犬病予防注射が、₅
月１９日で県内の全ての班で終了した。関係
の先生方には大変ご苦労様でした。₄月の
前半は雪が降ったり雨の日が続いたため、
注射頭数は例年より下がっているようだ。
雪や雨では飼い主さんも連れて来るのが億
劫になるのは仕方ない。しかし犬の狂犬病
予防注射は国民の健康を守る為の大事な仕
事で、法律で必ず犬に注射しなければなら
ない国家防疫である。雨だからといって中
止し、個人病院へ来院した犬だけの予防注
射では、接種率の向上は期待できない。注
射に来なかった犬や、注射をやらない犬は
どうするのだ？接種率が下がるのは当然で
ある。
　未登録、未注射犬を減らすために、開業
獣医師は来院した飼い主さんへは可能な限
り狂犬病の恐ろしさを啓蒙し、また、集合
注射では出来る限り地区狂犬病予防協会の
構成員である市役所や保健所と連携を取り
ながら研究し、接種率を向上させるよう、
努力する必要があるのではないだろうか。
　埼玉県獣医師会が公益社団法人に移行し
₂年経過したが、実質的には最初の総会が
来る₆月１１日（木）にさいたま市の大宮ラ
フォーレ清水園で開催されます。その準備
として総務委員会と理事会が開催され、全
ての会員に案内がされました。会員の皆様
には大変ご多忙とは思いますが、年に一度
の総会です。総会は会員の義務として是非
多くの皆さんの参加をお願いいたします。
なお、大変恐縮ですが、昨年から懇親会は
会費制となりましたので、ご理解下さい。
� （不動）
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